
山地の樹林下に生え、ナラタケと共生する。塊茎は楕円形で長さ10cm前後、表面に多数の節がある。茎は

円柱状で直立し、高さ40-100cm、帯黄褐色、膜質で長さ1-2cmの鱗片葉をまばらにつける。6-7月、20-50

花を総状花序につける。苞は披針形で、淡褐色、膜質、長さ7-12mm、幅2mm。花は黄褐色、3萼片が合着
してつぼ状になる。基部の下側はややふくらむ。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、三田市、猪名川町、加古川市、宍粟市、た
つの市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…オニノヤガラ
環境省ランク… －Gastrodia  elata  Blume


